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NPO法人  す ず し ろ  ２２  「大地と 心と 地域を 耕す」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
すずしろに関わり、早一年がすぎてます。 

本当に月日がたつのは早いもの、犬目町の援農も同じくらいに行き始めたからもう 

一年になりました。午前中のみ週に二回のペースは わたしにとって丁度良い。 

いまトマト種を植えハウスで育苗している。これが来年の初夏から収穫されること 

になる。この種から育てたトマト作りが、初めての体験で楽しい。 

小さな種は爪楊枝でポットにそっと植え付け、やがて２メートルくらいの立派な木 

になり沢山の実を付け始めると今度は収穫で忙しい。気温が上がるとすぐに赤く熟 

し、早く早くもいでとせかされるみたい。ハウスの中は猛烈に熱い時もあるし 台 

車にコンテナを引くのもトマトの重みで結構、オバタリアンの細腕？にきつい。で 

も赤いトマトはきれいで美味しくてリコピンパワーが一杯溢れて、汗を拭き拭き収 

穫する。              ( 以下 次号会報紙1 月報「トマトの思い出」へ ) 

 

 

 

 

 

す ず し ろ ２２ 2009  - 12 月

 
○ 厳しい寒さを実感させられる日が多くなりました。 

早朝の 水を使っての作業では 手足の冷たさも また格段なことと存じます。
野菜出荷作業・畑の草取り/草刈り/片づけなど ごくろうさまでした。 

○ 新品種の桑の植え付け作業が 2 回にわたり加住町の農家さんではじまり 延べ 5
人の方に参加いただきました。約700 本。[大葉]・[濃緑]・[甘味]が三大特長。

○ 今年度の援農累計時間は おかげさまで 昨年比50%増近く になりそうです。

Let’s Activate Area AGRI 

 (技術体得・会員交流・遊休地対応 をめざして) 

★上川口 
シイタケ： 原木切り・植菌を三回にわたり実施｡作業継続｡
冬場を迎え 遊水地作りなど 環境整備に注力の計画。 

★力 石 
朝方は 数センチの霜柱。冬菜を１００本ほど追加定植。

★ポピー 
日当たり良好のためか エンドウが成長して15cm ほど。
要 寒さ対策。 列の一画に カラスの いたずら跡。 

★すずらん 
京いもが大収穫。美味。 1 月には人参とあわせて収穫 
イベントを予定。にんにくは草に覆われ 防寒対策十分 ?

「 いさぎよく 大根の葉の切られけり 」 ( NHK 昼の憩 ) 
 

今年一年 ボランティア最前線の現場では さまざまな会話が交わされました 

☆「すずしろ22 の応援により 道の駅への出荷ができるようになった」 

☆「すずしろ22 の応援により すてていた果実が有効活用できるようになった」 

☆「すずしろ22 に負けていられない。長男の私が 農業でがんばることにする」 

☆「すずしろ22 のメンバーのやる気はどこから出てくるのだろう。みならいたい」 

☆「すずしろ22 の扱う里芋のうまさは格別だ。ここで買うことに決めました」  

☆「納品された白菜のうまさは 今までの学校給食づくり経験の中で 一番うまい」 

★「作業中の会話が多いのには マイッた、作業の手が止まっている」 

★「依頼方法と違った我流作業」 ★「作業スピードが 期待以下」 ★「個人差」 

○ ご意見の数  々 ―また明年も『有償援農ボランティア活動』よろしくお願いします。 

すずしろは大根  それは大地の豊な恵の象徴  
22 世紀につなげる農のあり方を 共に考える会 

 
(1) コンニャク作り の 講習会 

上恩方の農家さんにご配慮いただき 12/1こんにゃく作りにチャレンジさせていただき 
ました。すずらん畑では12/5 干し芋にトライしました。「野菜加工」も関心事です。 

(2)「学校給食は 地産地消活動のシンボリックな事例」( JA 関係者 ) 
おかげさまで13校との契約の下 納品額も増加傾向の中「道の駅を拠点とした配送方式」 
について打診いただき 検討をすすめます。『地菜率』というスケールはいかがでしょうか。 

(3) 総会の日程 
2月7日(日) 総会を予定しています。台町市民センター。会の活動を活発化・拡充してい 
くためにも ご意見をお聞かせいただきたく ご予定方 よろしくお願いします。 

人 材 ― 農 家 需 要  と 市 民 意 欲 の マ ッ チ ン グ 
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ホッと一息 

すずらん畑のブルベ 

 
(1) 沖縄県民 の 平均寿命  

女性は全国でもトップクラスであるものの 男性のランクは低迷気味。その要因の一つ 
は女性が野菜をたくさん食するのに対して 男性は欧米肉料理に偏りがちのため とか。 

(2) 有機栽培野菜は なぜ うまい  
栄養士さんを始め 直販野菜の購入者から野菜のうまさを指摘されています。有機栽培 
のなせる技でしょうか。化学式では表せない微生物の活動によるものでしょうか。 

(3) 蒸し炒め ( ＮＨＫ ためしてガッテン より ) 
[ 野菜 + 塩少  々 + 油数滴 ]の状態で蒸すと 野菜のうまさが引き立つとのこと。 
味噌汁にする時は そこから加水。 古来の方式とは逆の手順。お試めしされる価値あり。 

チョッと耳にした情報・アドバイス 

事務局からのお知らせ 


